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＜参考＞

１．国際勧告等との関係

（１）本標準とＩＳＯ規格との関係

本標準で規定するプロトコルスタックはＩＳＯ規格ＩＳＯ８８８０で規定されたプロトコルスタッ

クに従っている。ただしＩＳＯ８８８０とは以下で述べるような規定範囲の違いがある。

ＩＳＯ８８８０は以下の３つのパートからなる。すなわち、総論を規定したＩＳＯ８８８０－１、

コネクション型ネットワークサービス（ＣＯＮＳ）を提供するためのネットワークレイヤ以下のプロ

トコルスタックを規定したＩＳＯ８８８０－２、及びコネクションレス型ネットワークサービス（Ｃ

ＬＮＳ）を提供するためのネットワークレイヤ以下のプロトコルスタックを規定したＩＳＯ８８８０

－３である。また、ＩＳＯ８８８０－２、及びＩＳＯ８８８０－３の適用の対象とするサブネット

ワークはポイントツーポイントサブネットワーク（専用線等）の他、ＬＡＮ、パケット交換網（ＰＳ

ＤＮ）、回線交換網（ＣＳＤＮ）等である。

一方、本標準で規定する範囲はコネクションレス型ネットワークサービスを提供するＬＡＮ間を専

用線で接続する場合の専用線上のプロトコルスタックであり、上記ＩＳＯ８８８０－３のポイント

ツーポイントサブネットワーク上の規定を専用線上のプロトコルスタックとして規定している。また

ＬＡＮと専用線を接続する相互接続装置内の、専用線上のデータリンクプロトコル（ＩＳＯ７７７

６：ＨＤＬＣ手順）が提供するデータリンクサービスとＩＳＯ８４７３が下位に想定するサービス間

の整合規則を規定している。さらに、相互接続上必要な規定（データリンクアドレスの規定等）を限

定して決めている。

本標準の規定範囲とＩＳＯ８８８０の規定範囲との関係を図１に示す。

（２）本標準とＴＴＣ標準との関係

本標準はＴＴＣ標準ＪＳ－８８８０－ａにおけるコネクションレス型ネットワークサービスを提供

するプロトコルプロファイルを有するＬＡＮ（コネクションレス型ＬＡＮ）を前提としている。
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（３）本標準の特徴 

本標準で規定するプロトコルスタックは専用線上のデータリンクプロトコルとしてＩＳＯ７７７６

を適用しており、専用線上の伝送エラーをＩＳＯ７７７６の誤り検出、回復機能を使用して回復する

ことでネットワークレイヤに対して高品質のサービスを提供することが可能である。また、本標準で

規定するプロトコルスタックは専用線上の伝送エラーの検出、回復のために必要な処理やプロトコル

のオーバヘッドを極小化しており、専用線を介したＬＡＮ間通信でＬＡＮの高速転送を損なわない高

スループットのデータ転送を実現できる。 

 

 

２．上記勧告等に対する追加項目等 

（１）本標準がオプション、インプリメントマターとして規定した項目 

・オプションとして規定した項目は以下のとおり 

幅輳制御方法 

・インプリメントマターとして記述した項目は以下のとおり 

最大利用者データ長 

（２）先行／追加／削除した項目 

・データリンクアドレスの設定方法を追加して規定している。 

・ＬＡＮと専用線を接続する相互接続装置におけるＨＤＬＣ手順が提供するデータリンクサービスと

ＩＳＯ８４７３が下位に想定するサービス間の整合規則を追加して規定している。 

 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 発 行 日 改 版 内 容 

第１版 平成２年４月２５日 制 定 

第２版 平成４年４月２８日 用語の見直し、ＪＳ－８８８０－ａと 

整合をとるための修正 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
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５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ＩＳＯ８８８０とＴＴＣ標準ＪＳ－８８８０－ｂとの規定範囲の関係 
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１．概要及び適用分野

本ＴＴＣ標準は専用線を介したコネクションレス型ＬＡＮ間の相互接続（ＬＡＮ－専用線－ＬＡＮ接続）

を実現するための専用線上のレイヤ１～レイヤ３のプロトコルを規定する。

本ＴＴＣ標準は以下の通信環境で適用される。

(1) ＯＳＩに基づくデータ通信を実現するためにＬＡＮ相互間を専用線で接続する形態

（ＬＡＮ－専用線－ＬＡＮ接続）に適用される。

(2) ＬＡＮ相互間を接続する専用線の接続形態がポイントツーポイント接続の場合に適用される。

(3) 専用線で相互接続されるＬＡＮに存在するエンドシステムがＩＳＯ８０７２で規定されたトランス

ポートサービス、及びＩＳＯ８３４８ＡＤ１で規定されたコネクションレス型ネットワークサービス

を提供し、かつそのためにＩＳＯ８０７３ＡＤ２に基づくトランスポートプロトコル（コネクション

レス型ネットワークサービス上のトランスポートクラス４プロトコル）、ＩＳＯ８４７３（コネクショ

ンレス型ネットワークプロトコル）をサポートしている場合に適用される。

２．規定範囲

本ＴＴＣ標準は以下を規定する。

(1) 本標準ではＬＡＮ－専用線－ＬＡＮ接続におけるＬＡＮの相互接続装置間（専用線上）のインタ

フェースを規定する。その参照点を図２－１／ＪＳ－８８８０－ｂに示す。

(2) 参照点（専用線）におけるレイヤ１～レイヤ３のプロトコルを規定する。

すなわち、ＩＳＯ８４７３に従うコネクションレス型ネットワークプロトコル、ＩＳＯ７７７６に従

うデータリンクプロトコルの適用を規定する。ただし参照点を介してエンド・エンドで送受されるト

ランスポートプロトコルとしてＩＳＯ８０７３ＡＤ２に従うトランスポートクラス４プロトコルが前

提である。

(3) ＩＳＯ７７７６で規定されたプロトコル機能のうちＩＳＯ７８０９のＢＡＣ（Balanced operation

Asynchronous balanced mode Class）で規定された範囲の機能とＩＳＯ７８０９のＨＤＬＣ手順クラスで

規定された項番２（ＲＥＪコマンド／レスポンスの使用）、及び項番８（Ⅰレスポンスの使用禁止）

の機能を適用する。
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　 (4) 相互接続装置において、専用線上で提供されるＯＳＩデータリンクサービスとＩＳＯ８４７３で規

定されたアンダーライイングサービスとを関係づける（マッピングする）サブネットワーク依存コン

バージェンス機能（ＳＮＤＣＦ：Sub-Network Dependent Convergence Function）を規定する。

図２－１／ＪＳ－８８８０－ｂ　規定対象モデルと参照点

３．参考資料

本標準は以下の標準等を参考にしている。

　 (1) ＩＳＯ標準

ＩＳＯ７７７６：High-level data link control procedures-Description of the

X.25 LAPB-compatible DTE data link procedures

ＩＳＯ７８０９：High-level data link control procedures-Consolidation of

classes of procedures

ＩＳＯ８０７２：Connection oriented transport service definition

ＩＳＯ８０７３ＡＤ２：Connection oriented transport protocol specification-

Addendum 2-Class 4 operation over connectionless network service

ＩＳＯ８２０８：Ⅹ.25 Packet Level Protocol for Data Terminal Equipment

ＩＳＯ８３４８：Network Service Definition

ＩＳＯ８３４８ＡＤ１：Network Service Definition-Addendum 1-Connectionless

mode Transmission

ＩＳＯ８３４８ＡＤ２：Network Service Definition-Addendum 2-Network Layer

Addressing

ＩＳＯ８４７３：Protocol for Providing the Connectionless-mode Network Service

LAN

ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ

LAN

ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ相互接続装置 相互接続装置

参照点

専用線

ＣＬ型　ＬＡＮ ＣＬ型　ＬＡＮ
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ＩＳＯ８４７３ＡＤ３：Protocol for Providing the Connectionless-mode Network

Service-Addendum 3-Provision of the underlying service assumed by

ISO 8473 over point to point subnetworks which provide the OSI data link service

ＩＳＯ８６４８： Internal Organization of the Network Layer

ＩＳＯ８８８０－１：Protocol Combinations to Provide and Support the OSI Network Service Part 1-General

Principles-

ＩＳＯ８８８０－３：Protocol Combinations to Provide and Support the OSI Network Service Part 3-

Provision and Support of the Connectionless-mode Network Service-

ＩＳＯ８８８６：Data link service definition for Open Systems Interconnection

　(2) ＣＣＩＴＴ勧告

Ｖ．２４：List of definitions for interchange circuits between data terminal

equipment and data circuit-terminating equipment

Ｖ．３５：Data transmission at 48 Kilobits per second using 60-108 KHz group band circuit

Ｘ．２１：Interface between data terminal equipment and data circuit terminating equipment for synchronous

operation on public data networks

　(3) ＴＴＣ標準

ＪＳ－８８８０－ａ：LAN においてＯＳＩネットワークサービスを提供するための

プロトコルプロファイル

ＪＴ－Ｇ７０３：ディジタルハイアラーキインタフェースの物理／電気的特性

ＪＴ－Ｇ７０３－ａ：専用線二次群速度ユーザ・網インタフェース　レイヤ１仕様

ＪＴ－Ⅰ４３０：ＩＳＤＮ基本ユーザ・綱インタフェース　レイヤ１仕様

ＪＴ一Ⅰ４３０－ａ：専用線基本ユーザ・網インタフェース　レイヤ１仕様

ＪＴ－Ⅰ４３１：ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・綱インタフェース　レイヤ１仕様

ＪＴ－Ⅰ４３１－ａ：専用線一次群速度ユーザ・網インタフェース　レイヤ１仕様

ＪＴ－Ⅰ４３１－ｂ：ＩＳＤＮ一次群速度（２Mbps）ユーザ・網インタフェース

レイヤ１仕様
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４．定　義

(1)　アンダーライイングサービス：ネットワークレイヤにあるひとつのエンティティに着目して、その

エンティティのすぐ下位に存在するエンティティが提供するサービスを、その着目したエンティティ

から見た場合の呼称。

(2)　インプリメントマター：本標準では規定しない部分。これの実装方法は本標準に基づいた装置等の

実装者に任される。

(3)　エンドシステム（ＥＳ）：ネットワークサービスがネットワークサービス利用者に提供される場所。

(4)　起呼：コネクションの確立要求を出すこと、またはコネクション確立要求を出した側の利用者、エ

ンドシステムまたは相互接続装置を指す。

(5)　クレジット値：トランスポートプロファイルのパラメータのひとつで、トランスポートのフロー制

御に使用される。本値でウィンドウの上限値（最大ウィンドウサイズ）を示す。

(6)　コネクションレス（ＣＬ）型ＬＡＮ：ネットワークプロトコルにＩＳＯ８４７３を適用しＩＳＯ８

３４８ＡＤ１に規定されたコネクションレス型ネットワークサービスを上位へ提供するＬＡＮ。この

場合、トランスポートプロトコルはＩＳＯ８０７３ＡＤ２に従う。

(7)　サービス品質パラメータ：サービス提供者がサービス利用者へ提供するサービスプリミティブのパ

ラメータのひとつ。サービス利用者がサービス提供者へ要求するサービスの品質（遅延、スループッ

ト等）を指定する情報。

(8)　サブネットワーク：中継機能を提供する１または複数の中間の開放型システムの集合。

(9)　サブネットワーク依存コンバージェンスプロトコル：ＯＳＩネットワークレイヤに存在する３つの

階層の中位にあるプロトコル。サブネットワークアクセスプロトコル（ＳＮＡＣＰ）の上位で動作し、

ＯＳＩネットワークサービスを提供するため、またはサブネットワーク独立コンバージェンスプロト

コル（ＳＮＩＣＰ）が下位に想定するアンダーライイングサービスを特定のサブネットワークが満た

さない時、満たさない機能を補完するよう本プロトコルが使用される。プロトコルが存在しない場合

でもＳＮＩＣＰが下位に想定するアンダーライイングサービスと実際のサブネットワークが提供する

サブネットワークサービス間の整合をとるための機能（サブネットワーク
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依存コンバージェンス機能：ＳＮＤＣＦ）が存在する場合がある。

(10)　サブネットワークアクセスプロトコル：ＯＳＩネットワークレイヤに存在する３つの階層の低位

にあるプロトコル。特定のサブネットワークに対応してその特性が明確に指定されている制約の下で

動作し、サブネットワークに対応したサブネットワークサービスの提供に寄与するプロトコル。この

プロトコルが寄与するサブネットワークサービスはＯＳＩネットワークサービスと一致する場合もあ

れば一致しない場合もある。

(11)　サブネットワーク独立コンバージェンスプロトコル：ＯＳＩネットワークレイヤに存在する３つ

の階層の高位に位置づけられ、多様なサブネットワークのサービス特性に基づかない通信能力上でＯ

ＳＩネットワークサービスを形成、提供するためのプロトコル。

(12)　相互接続装置（ＩＷＵ）：ネットワークリレー機能を提供し、サブネットワーク相互間を接続す

る実在する装置の名称。本標準ではＬＡＮと専用線を接続する装置を指す。

(13)　ネットワークリレー機能：あるネットワークエンティティからデータを受信し、他のネットワー

クエンティティヘ中断転送する機能。

(14)　ネットワークインアクティブサブセット：ＩＳＯ８４７３で規定されたサブセットで、プロトコ

ル識別機能を除くＩＳＯ８４７３ネットワークレイヤの機能を全く使用しない機能集合。

(15)　＜Ｎ＞利用者データ：＜Ｎ＋１＞エンティティに対してサービスを提供する＜Ｎ＞エンティティ

が＜Ｎ＋１＞エンティティ用に＜Ｎ＞エンティティ相互間で転送するデータ。

(16)　被呼：起呼側からコネクションの確立を要求されること、またはそれを要求された側の利用者、

エンドシステムまたは相互接続装置を指す。

(17)　非セグメンティングサブセット：ＩＳＯ８４７３で規定されたサブセット（ネットワークレイヤ

機能集合）のひとつであり、ＩＳＯ８４７３のプロトコルデータ単位長が下位の提供するサービスデー

タ単位長より大きい時、このサービスデータ単位長に分割して転送し、宛先で再度ＩＳＯ８４７３プ

ロトコルデータ単位に再組立てする（セグメンティング）ための機能群が適用されない機能集合を指

す。

(18)　プロトコルマシン：プロトコル機能をもつ抽象的な装置。
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(19)　ローカル：データ転送を要求した側の利用者、エンドシステムまたは相互接続装置。

コネクション確立時は起呼に対応する。

(20)　リモート：ローカルに対向するデータ転送先の利用者、エンドシステムまたは相互接続装置。

コネクション確立時は被呼に対応する。

５．略　号

ＢＡＣ：Balanced operation Asynchronous balanced mode Class

ＣＬ：Connectionless-mode

ＣＬＮＰ：Connectionless-mode Network Protocol

ＣＬＮＳ：Connectionless-mode Network Service

ＣＯ：Connection Oriented-mode

ＤＬ：Data Link

ＤＬＳ：Data Link Service

ＤＬＳＡＰ：Data Link Service Access Point

ＥＳ：End System

ＦＣＳ：Frame Check Sequence

ＨＤＬＣ：High level Data Link Control

ＩＷＵ：Interworking Unit

ＬＡＮ：Local Area Network

ＬＬＣ：Logical Link Control

ＭＡＣ：Media Access Control

ＯＳＩ：Open Systems Interconnection

ＰＤＵ：Protocol Data Unit

ＰＨＹ：Physical Layer

ＱＯＳ：Quality of Service

ＳＮ：Sub-Network

ＳＮＡＣＰ：Sub-Network Access Protocol

ＳＮＤＣＦ：Sub-Network Dependent Convergence Function

ＳＮＤＣＰ：Sub-Network Dependent Convergence Protocol

ＳＮＩＣＰ：Sub-Network Independent Convergence Protocol

ＳＮＳＤＵ：Sub-Network Service Data Unit
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６．プロトコルスタック

6.1　概　要

ＬＡＮ―専用線―ＬＡＮ接続のプロトコルスタックを図６－１／ＪＳ－８８８０－ｂに示す。

図６－１／ＪＳ－８８８０－ｂ　ＬＡＮ－専用線接続モデルとプロトコルスタック

6.2　物理規定

適用する専用線の物理規定に従う。

6.3　データリンクプロトコル規定

　 (1) 概　説

専用線がＯＳＩデータリンクサービスをネットワークレイヤヘ提供するためにデータリンクプロト

コルとしてＩＳＯ７７７６を適用する。

（レイヤ） LAN ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ
参照点 参照点上の

ﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸ

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ ISO8073AD2

CLNS 相互接続装置(IWU)

SNICP

SNDCF

SNACP

ISO8473

ｱﾝﾀﾞｰﾗｲｲﾝｸﾞ

ｻｰﾋﾞｽ

DL ｻｰﾋﾞｽ

ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ

物理

ﾈｯﾄﾜｰｸﾘﾚｰ
ISO8473

ISO8473

ISO8473AD3

ＬＡＮ 専用線

ISO7776

(ISO7809)

ＰＨＹ

ISO8473

(CLNP)

ＰＨＹ

ＬＬＣ

(ﾀｲﾌﾟ 1)

ＭＡＣ

ネ 

ッ 

ト
ワ 

ー 

ク

ISO7776

(ISO7809)

ＰＨＹ

ＬＬＣ

(ﾀｲﾌﾟ 1)

ＭＡＣ

ＰＨＹ



ＪＳ－８８８０－ｂ - 8 -

ＩＳＯ７７７６のプロトコル機能のうち本標準で適用する機能範囲はＩＳＯ７８０９のＢＡＣ

（Balanced operation Asynchronous balanced mode Class）とＨＤＬＣ手順クラスの項番２（ＲＥＪコマン

ド／レスポンスの使用）、及び項番８（Ⅰレスポンスの使用禁止）である。以下に使用するコマンド、

レスポンスを示す。

コマンド レスボンス

Ｉ

ＲＲ ＲＲ

ＲＮＲ ＲＮＲ

ＲＥＪ ＲＥＪ

ＳＡＢＭ ＦＲＭＲ

ＤＩＳＣ ＵＡ

ＤＭ

また基本アドレス形式、１６ビットＦＣＳ（Frame Check Sequence）、及びモジュロ８を適用する。

データリンクコネクションの確立／解放の手順は、ＩＳＯ７７７６に従う。ただし専用線上のデー

タリンクコネクションの確立／解放契機、及び専用線を介して対向した相互接続装置のどちら側から

データリンクコネクションを確立／解放するかは 7.3 節で記述している。

コマンド／レスポンスの衝突、エラーの検出、回復はデータリンクレイヤ内部で解決される。

　 (2) データリンクアドレス

データリンクアドレス長は１オクテットとする。

データリンクアドレスの設定方法は以下の規定に従う。

相互接続装置相互の合意に基づき常に相互接続装置の一方はデータリンクアドレスＡを設定し、他

方はデータリンクアドレスＢを設定する。

データリンクアドレスＡ、Ｂとは以下の値である。

ビット８７６５４３２１

アドレスＡ：　　　００００００１１

アドレスＢ：　　　０００００００１
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6.4　ネットワークプロトコル規定

ＩＳＯ８４７３で規定された３つの適用機能群のうちフルセットで規定された範囲の機能群を適用し、

非セグメンティングサブセット、ネットワークインアクティブサブセットは適用しない。このフルセット

で規定された機能群の適用はＴＴＣ標準ＪＳ－８８８０－ａの８章の規定に従う。

専用線が提供するコネクション型のＯＳＩデータリンクサービスとＩＳＯ８４７３が下位に規定するア

ンダーライイングサービスとのマッピングは６．４．１節の規定に従う。

6.4.1　サブネットワーク依存コンバージェンス機能（ＳＮＤＣＦ）規定

本節ではＩＳＯ８４７３がその下位に想定するアンダーライイングサービスと実際のサブネットワーク

（本標準では専用線を指す）が提供するサービスとの差異を吸収し、データ転送のためのサービスの整合

（マッピング）を実行する機能群（サブネットワーク依存コンバージェンス機能：ＳＮＤＣＦ）を規定す

る。この概念を図６－２／ＪＳ－８８８０－ｂに示す。またＳＮＤＣＦが整合をとるサービスプリミティ

ブの種類と方向を表６－１／ＪＳ－８８８０－ｂに示す。

図６－２／ＪＳ－８８８０－ｂ　サブネットワーク依存コンバージェンス機能

（ＳＮＤＣＦ）の槻念

ＩＳＯ８４７３プロトコルマシン

ＳＮＤＣＦ

ＩＳＯ７７７６プロトコルマシン

ＩＳＯ８４７３が想定する

アンダーライイングサービス

本節で規定する範囲

ＯＳＩデータリンクサービス
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表６－１／ＪＳ－８８８０－ｂ　サービスプリミティブの種類と方向

アンダーライイングサービスプリミティブ データリンクサービスプリミティブ

種　　類 方　　向 種　　類 方　　向

ISO8473 SNDCF SNDCF ISO7776

SN_UNITDATA 要求 DL_CONNECT 要求

SN_UNITDATA 指示 DL_CONNECT 指示

DL_CONNECT 応答

DL_CONNECT 確認

DL_DATA 要求

DL_DATA 指示

DL_DATA 応答

DL_DATA 確認

DL_DISCONNECT 要求

DL_DISCONNECT 指示

DL_DISCONNECT 応答

DL_DISCONNECT 確認

ＳＮＤＣＦは、ＩＳＯ８４７３プロトコルマシンが想定するコネクションレス型のアンダーライイン

グサービスとＩＳＯ７７７６が提供するコネクション型のデータリンクサービスとのマッピングを行な

う。このマッピングは以下のとおりである。

　 (1) ＳＮ＿ＵＮＩＴＤＡＴＡ要求の受付

ＳＮＤＣＦはＩＳＯ８４７３プロトコルマシンからＳＮ＿ＵＮＩＴＤＡＴＡ要求を受け取ると以下

の動作を行なう。
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　　 (a) 発信元及びあて先アドレス間を接続する専用線上にデータリンクコネクションが既に存在してい

る場合、ＳＮ＿ＵＮＩＴＤＡＴＡ要求で渡された利用者データをそのコネクション上で転送する。

このとき、ＳＮＤＣＦはＩＳＯ７７７６プロトコルマシンヘＳＮ利用者データを含むＤＬ＿ＤＡＴ

Ａ要求を発行する。

　　 (b) データリンクコネクションが存在しない場合、ＳＮＤＣＦはＳＮ＿ＵＮＩＴＤＡＴＡ要求で指定

された発信元及びあて先アドレスからデータリンクサービスアクセスポイントアドレスを指示し、

ＤＬ＿ＣＯＮＮＥＣＴ要求を発行する。その後ＤＬ＿ＣＯＮＮＥＣＴ確認を待つ。ＤＬ＿ＣＯＮＮ

ＥＣＴ確認を受信し、データリンクコネクションが確立された後は上記(a)の場合と同様に処理する。

　 (2) ＤＬ＿ＣＯＮＮＥＣＴ指示の受付

ＳＮＤＣＦはデ一夕リンクレイヤからＤＬ＿ＣＯＮＮＥＣＴ指示を受け取ると、ＤＬ＿ＣＯＮＮＥ

ＣＴ応答を発行する。

　 (3) ＤＬ＿ＣＯＮＮＥＣＴ確認の受付

ＳＮＤＣＦはＤＬ＿ＣＯＮＮＥＣＴ確認を受け取ると、利用者データを含むＤＬ＿ＤＡＴＡ要求を

発行する。

　 (4) ＤＬ＿ＤＡＴＡ指示の受付

ＳＮＤＣＦは、データリンクレイヤからＤＬ＿ＤＡＴＡ指示を受けると、ＳＮ利用者データ、及び

発信元及びあて先アドレスを含むＳＮ＿ＵＮＩＴＤＡＴＡ指示を発行する。ＳＮ利用者データパラメー

タはＤＬ利用者データから伝達される。

　 (5) データリンクコネクション解放の決定

データリンクコネクションの解放が決定された時（この解放契機は 7.3 節参照）この解放が決定され

た側のＳＮＤＣＦはＤＬ＿ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ要求を発行する。その中に、解放の要求元（ＤＬＳ

利用者）と、ＩＳＯ８８８６で規定された解放の理由コードを指示する。この理由コードを以下に示

す。

解放の要求元がＤＬＳ利用者である場合以下の５種の理由コードのいずれかを指示する。
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(a) 解放：通常条件

(b) 解放：異常条件

(c) コネクション拒否：永続条件

(d) コネクション拒否：過渡条件

(e) 未定義

ＤＬ＿ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ要求を発行したＳＮＤＣＦは、データリンクコネクションを解放し、

アイドル状態の処理を開始する。

一方相手のＳＮＤＣＦは、関連するＤＬ＿ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ指示を受信すると、データリンタ

コネクション解放フェーズを完了し、アイドル状態の処理を開始する。

データリンクコネクションの解放はＤＬＳ提供者により実行されることがあり、また被呼側のＤＬ

Ｓ利用者によってコネクションを拒否するため実行されても良い。これらの状況で解放要求元のＳＮ

ＤＣＦが実行する動作は上記と同じである。

解放の要求元がＤＬＳ提供者である場合以下の８種の理由コードのいずれかを指示する。

(a) 解放：永続条件

(b) 解放：過渡条件

(c) コネクション拒否：ＤＬＳＡＰアドレスが未知である

(d) コネクション拒否：ＤＬＳＡＰアドレスが到達不能である／永続条件

(e) コネクション拒否：ＤＬＳＡＰアドレスが到達不能である／過渡条件

(f) コネクション拒否：サービス品質が適用不可／永続条件

(g) コネクション拒否：サービス品質が適用不可／過渡条件

(h) 未定義

解放の要求元が未知である場合、未定義を設定する。

コネクションレス型ネットワークプロトコルへ提供される転送遅延には、コネクション確立を実行

した結果として生じる処理または待ちの遅延時間を考慮しなければならない。
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6.4.2　サブネットワーク独立コンバージェンスプロトコルの規定

ＴＴＣ標準ＪＳ－８８８０－ａの８章の規定に従う。

専用線を介したＬＡＮ間接続ではＬＡＮエンドシステムはＩＳＯ８４７３のＰＤＵのエラー報告フラグ

を“１”に設定（エラー報告を指示）して、ＰＤＵを送信しなければならない。

6.5　トランスポートプロトコル規定

トランスポートプロトコルはＩＳＯ８０７３ＡＤ２を前提としている。

７．インプリメントマター

7.1　専用線上の最大利用者データ長

専用線上の利用者データ長は適用する専用線の伝送品質に依存しており、最適な（伝送効率が最もよい）

長さがある。最大利用者データ長はインプリメントマターである。

（注）技術の進展にともなって最適な値が変わる可能性があるため本標準では具体的な値を規定せずイン

プリメントマターとしている。本標準に基づいて製作された装置で相互接続する場合インプリメン

トマターの部分を相互で調整する必要がある。

7.2　タイマ

タイムアウト値の選択は、インプリメントマターである。

7.3　データリンクコネクションの確立／解放契機

専用線上のデータリンクコネクションの確立／解放契機として以下が一般的であり、以下の方法から選

択することを推奨する。

　 (1) データリンクコネクションの確立契機

(a) 利用可能なデータリンクコネクションが専用線上に存在しない場合で、この専用線を介して接続

しているあて先へ送信すべきＳＮＳＤＵをＳＮＤＣＦが受け取った場合

(b) 既存のデータリンクコネクションを介して転送されるＰＤＵの転送待キューの長さがしきい値に

達しつつあり、要求されたサービス品質を維持するためにデータリンクコネクションを付加的に追

加して利用する場合

(c) ネットワーク管理システムの明白な介入（例えばシステム管理者によるサービス
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の開始等）

　 (2)データリンクコネクションの解放契機

(a) １つのまたはそれ以上のＰＤＵの送信完了後、次に送信すべきＰＤＵがなくＳＮＤＣＦのタイマ

がタイムアウトした場合

(b) ネットワーク管理システムの明白な介入（例えばシステム管理者によるサービスの中断等）

(c) データリンクコネクションの提供者によるデータリンクコネクションの解放

(d) ローカルネットワークエンティティから異なるリモートネットワークエンティティへ交替させる

データリンクコネクションを確立するために、特定のインタフェースを使用する必要がある場合

（注）本標準で規定したＳＮＤＣＦが正確に運用されるためにはデータリンクコネクションが動

的に確立され、または解放される必要があるということではない。

7.4　サービス品質

本規定ではサービス品質パラメータの扱いは規定対象外とする。だだし、輻輳通知機能を使用する場合、

ＰＤＵでのサービス品質パラメータのうち輻輳通知フラグを適用するので、サービス品質パラメータを使

用しなければならない。以下の記述は参考であり、専用線を介したＬＡＮ間通信でこれらのサービス品質

を適用してもよい。

ＳＮ＿サービス品質パラメータは転送される。また、専用線のサービス品質は、発信元のＬＡＮエンド

システムでサービス要求の発行前にあらかじめ知られており、しかも一定である。

7.5　相互接続装置の輻輳制御方法

ＬＡＮと専用線の伝送速度の違いが大きい場合には相互接続装置で輻輳が発生する可能性がある。相互

接続装置は輻輳の発生／消滅を検出しており、輻輳のためにＩＳＯ８４７３ＰＤＵ（このＰＤＵ廃棄時に

エラー報告フラグが“１”に設定されている）を廃棄した場合、廃棄理由に「輻輳による廃棄」を指示し

たエラー報告ＰＤＵを送信してＬＡＮエンドシステムへ輻輳の発生を通知する。

また、オプションとしてＩＳＯ８４７３の輻輳通知パラメータを設定し、対向する相互
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接続装置やＬＡＮエンドシステムヘ輻輳を通知してもよい。

相互接続装置での輻輳の検出方法はインプリメントマターであり、本標準では規定しない。検出法の一

例として、相互接続装置内部の転送待キューの長さで検出する方法がある。すなわち、相互接続装置は内

部の転送待キューの長さがあるしきい値を超えた時を輻輳の発生として検出し、転送待キューの長さがあ

るしきい値以下となった時を輻輳の消滅として検出する。

上記の２方法で輻輳を通知されたＬＡＮエンドシステムは以下に示すような輻輳制御の方法を行なって

相互接続装置へ加わるトラヒックを制御することが望ましい。

(1) エラー報告ＰＤＵによる輻輳制御方法

ＬＡＮエンドシステムのネットワークレイヤは輻輳の発生を、廃棄理由フィールドに「輻輳による

廃棄」を指示されたエラー報告ＰＤＵを受信することで検出する。

次にＬＡＮエンドシステムのネットワークレイヤは輻輳の発生をトランスポートレイヤへ通知し、

トランスポートプロトコルを使用して相互接続装置を介して転送される負荷を制御する。これらの機

能はＬＡＮエンドシステムでオプションである。

ＬＡＮエンドシステムが相互接続装置を介したトラヒックの流量を変更する方法としてトランス

ポートのクレジット値の増大／減少を通知する方法、あるいはトランスポートＰＤＵの再送間隔を増

減させる方法等がある。

本方法による制御概要を図７－１／ＪＳ－８８８０－ｂに示す。

(2) ＩＳＯ８４７３輻輳通知パラメータの使用による輻輳制御方法

ＩＳＯ８４７３輻輳通知パラメータが設定されたＰＤＵを受信したＬＡＮエンドシステムのネット

ワークレイヤはこのパラメータを解釈し、輻輳の発生を検出しそれをトランスポートレイヤへ通知す

る。その後トランスポートプロトコルを使用して相互接続装置へ加わる負荷を制御する。これらの機

能はオプションである。

ＬＡＮエンドシステムが相互接続装置を介したトラヒックの流量を変更する方法としてトランス

ポートのクレジット値の増大／減少を通知する方法、あるいはトランスポートＰＤＵの再送間隔を増

減させる方法等がある。

本方法による制御概要を図７－２／ＪＳ－８８８０－ｂに示す。
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図７－１／ＪＳ－８８８０－ｂ　ＩＳＯ８４７３エラー報告ＰＤＵによる

輻輳状態の通知

図７－２／ＪＳ－８８８０－ｂ　ＩＳＯ８４７３ＰＤＵの輻輳通知パラメータ

による輻輳状態の通知

LAN ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ ＩＷＵ ＩＷＵ LAN ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ

ISO8473PDU

エラー報告ＰＤＵ

輻輳の

検出

PDU を廃棄

REJ/RNR

（輻輳による廃棄）

ﾌﾛｰ流入規制

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙによるﾌﾛｰ制御

輻輳の検出☆

☆

輻輳通知

輻輳通知

LAN ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ ＩＷＵ ＩＷＵ LAN ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ

ISO8473PDU

輻輳の

検出

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙによるﾌﾛｰ制御

輻輳の検出☆

☆

ISO8473PDU

ISO8473PDU
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付録１（ＴＴＣ標準　ＪＳ－８８８０－ｂに対する）

ＴＴＣ標準用語英語対照表

　英　語

Ｂ

balanced operation asyncronous

balanced mode class(BAC)

　ＴＴＣ標準用語

BAC

Ｃ

calling/local

called/remote

connection

connectionless mode

connectionless mode network protocol

connection mode

command/response

collision

credit value

起呼／ローカル

被呼／リモート

コネクション

コネクションレス型

コネクションレス型ネットワークプロトコル

コネクション型

コマンド／レスポンス

衝突

クレジット値

Ｄ

data communication

data link address

data link protocol

data link service

data link layer

(data link)establishment/disconnect

DL_CONNECT request

DL_CONNECT indication

DL_CONNECT response

データ通信

データリンクアドレス

データリンクプロトコル

データリンクサービス

データリンクレイヤ

（データリンクの）確立／解放

DL_CONNECT 要求

DL_CONNECT 指示

DL_CONNECT 応答
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　英　語

DL_CONNECT confirmation

DL_DATA request

DL_DATA indication

DL_DATA response

DL_DATA confirmation

　ＴＴＣ標準用語

DL_CONNECT 確認

DL_DATA 要求

DL_DATA 指示

DL_DATA 応答

DL_DATA 確認

Ｅ

end system

error detection/correction

エンドシステム

エラー検出／回復

Ｆ

frame check sequence(FCS) FCS

Ｈ

high level data link control(HDLC) HDLC

Ｉ

idle status

implement matter

intermediate system

interface

internetworking unit(IWU)

アイドル状態

インプリメントマター

中間システム

インタフェース

相互接続装置

Ｌ

local area network(LAN)

layer1

layer2

layer3

LAN

レイヤ１

レイヤ２

レイヤ３
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　英　語

layer4

local matter

leased line

　ＴＴＣ標準用語

レイヤ４

ローカルマター

専用線

Ｎ

network entity

network layer

network inactive subset

network protocol

network relay

non-segmenting subset

ネットワークエンティティ

ネットワークレイヤ

ネットワークインアクティブサブセット

ネットワークプロトコル

ネットワークリレー

非セグメンティングサブセット

Ｏ

open systems interconnection(OSI) OSI

P

protocol data unit

protocol profile

point to point

protocol stack

プロトコルデータ単位

プロトコルプロファイル

ポイントツーポイント

プロトコルスタック

Q

quality of service(QOS) サービス品質

R

reason code

reference point

理由コード

参照点
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　英　語 　ＴＴＣ標準用語

S

service primitive

subnetwork

subnetwork dependent convergence

 function/protocol (SNDCF/P)

subnetwork independent convergence

 function/protocol (SNICF/P)

subnetwork access protocol (SNACP)

SN_UNITDATA request

SN_UNITDATA indicate

サービスプリミティブ

サブネットワーク

サブネットワーク依存コンバージェンス

　　機能／プロトコル

サブネットワーク独立コンバージェンス

　　機能／プロトコル

サブネットワークアクセスプロトコル

SN_UNITDATA 要求

SN_UNITDATA 指示

T

transport service

transport protocol

transport class4 protocol

トランスポートサービス

トランスポートプロトコル

トランスポートクラス４プロトコル

U

underlying service

user data parameter

アンダーライイングサービス

利用者データパラメータ
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付録２　（ＴＴＣ標準　ＪＳ－８８８０－ｂに対する）

ＪＩＳ参考標準　ネットワーク層中継実装規約（Ｓ－０１７）と本ＴＴＣ標準との関係

ＪＩＳ参考標準　ネットワーク層中継実装規約（Ｓ－０１７）の規定はネットワークの種別に依存せず

ＬＡＮ間接続に対して適用可能なプロトコルスタックを規定しており、一種類の相互接続装置でネットワー

ク種別によらないＬＡＮ間接続を提供できる利点がある。

一方、本標準は専用線に特化して規定しているため、複数種類のネットワークを介したＬＡＮ間接続へ

適用することはできないが、専用線に限定し必要最小限のプロトコルを規定することにより効率的なデー

タ転送を提供できる利点がある。

したがって、利用者の立場からみると複数種類のネットワークを介したＬＡＮ間接続を希望し、かつそ

れを経済的に実現したい場合にはＪＩＳ Ｓ－０１７の規定が適している。

一方、ある特定の相手とのみ接続することを希望し、かつより効率的なデータ転送を望む場合には本標準

の規定が適している。
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参考資料１*

相互接続装置のプロトコルスタックに関する性能評価

１．対象となるプロトコルスタック

性能評価の対象となるプロトコルスタックは、下図の方式１と方式２で示したものである。

ＩＳＯ ８４７３ ＩＳＯ ８４７３

X.25PLP

LLC/MAC HDLC LLC/MAC HDLC

PHY PHY PHY PHY

２．方式１と方式２の比較例

上記２方式を比較した例を以下に示す。ただし、評価モデルとして次の２通りを採用した。

評価モデル１ 方式１のＩＳＯ８４７３+Ⅹ．２５ＰＬＰ+ＨＤＬＣと

方式２のＩＳＯ８４７３+ＨＤＬＣ

評価モデル２ 方式１のＩＳＯ８４７３+Ⅹ．２５ＰＬＰ+ＨＤＬＣ+ＬＬＣと

方式２のＩＳＯ８４７３+ＨＤＬＣ+ＬＬＣ

評　　価　　結　　果

ダイナミックステップ数比

（方式１：方式２）

専用線上のフレーム数比

（方式１：方式２）

資料１ 資料２ 資料３ 資料４ 資料１ 資料２ 資料３ 資料４

評価モデル１ 1.7:1 － － 1.4:1 － 3.3:1 2:1 1:1

評価モデル２ － － － 1.4:1 － 3.3:1 2:1 1:1

（注）－は結果がないことを表す。

３．結　論

２項によれば方式２が方式１に比べて、性能（スループットと遅延）面で優位にある。

方式１ 方式２
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参考資料２*

適用可能な専用線の種類と特性を以下に示す。

専用線の種類と特性

種

類
サービス名 通信速度 通　信　媒　体

伝送誤り率

（参考値）
備　考

（帯域品目）

3.4kHz

3.4kHz　S

48kHz

4.8kbit/s以下

9.6kbit/s以下

48kbit/s以下

ﾒﾀﾘｯｸ4W

同上

同軸、無線

１０-５

同上

記述無し

一

般

専

用

（符号品目）

50/100

200/300

1.2/2.4

4.8/9.6

50、100bit/s

200、300bit/s

1.2、2.4kbit/s

4.8、9.6kbit/s

同軸、無線、引込線2/4W

同上　　　引込線4W

同上　　　　同上

同上　　　　同上

記述無し

記述無し

記述無し

記述無し

ｱﾅﾛｸﾞ／ﾃﾞｨ

ｼﾞﾀﾙ回線

の別有り

高

速

デ

ィ

ジ

タ

ル

伝

送

（速度ｸﾗｽ）

64kbit/s

192kbit/s

384kbit/s

768kbit/s

1.5Mbit/s

3Mbit/s

6Mbit/s

64kbit/s

192kbit/s

384kbit/s

768kbit/s

1.5Mbit/s

3Mbit/s

6Mbit/s

ﾒﾀﾘｯｸ、無線

ﾒﾀﾘｯｸ、無線、光ﾌｧｲﾊﾞ

無線、光ﾌｧｲﾊﾞ

同上

同上

同上

同上

１０-７～１０-8

同上

同上

同上

同上

同上

同上



ＪＳ－８８８０－ｂ - 24 -

代表的な専用線の物理規定

標準番号 標　　準　　の　　名　　称

Ⅴ．24

Ⅴ．35

Ⅹ．21

JT－G703

JT－G703－a

JT－I430

JT－I430－a

JT－I431

JT－I431－a

JT－I431－b

List of definitions for interchange circuits between data terminal

equipment and data circuit－terminating equipment

Data transmission at 48 Kilobits per second using 60－108 KHz

group band circuit

Interface between data terminal equipment and data circuit-terminating

equipment for synchronous operation on public data networks

ディジタルハイアラーキインタフェースの物理／電気的特性

専用線二次群速度ユーザ・網インタフェース　レイヤ1仕様

ISDN基本ユーザ・網インタフェース　レイヤ1仕様

専用線基本ユーザ・網インタフェース　レイヤ1仕様

ISDN一次群速度ユーザ・網インタフェース　レイヤ1仕様

専用線一次群速度ユーザ・網インタフェース　レイヤ1仕様

ISDN一次群速度（2Mbit／s）ユーザ・網インタフェース　レイヤ1仕様

専用線上の伝送品質と最適ユーザデータ長の概算値

伝送誤り率 最適データブロック長 伝送効率

１０-３ 約２００ビット（約２５オクテット） 約　０．６

１０-４ 約７００ビット（約９０オクテット） 約　０．８５

１０-５ 約３０００ビット（約３７５オクテット） 約　０．９５

１０-６ 約１００００ビット（約１２５０オクテット） 約　０．９９

　野口、木村、大庭：情報ネットワークの理論、岩波講座情報科学－５、ページ１７６の

図面より概略計算した値。

　＊本参考資料１、２は標準ではない。



第２版　執筆作成協力者（平成４年１月２３日現在）

（ＪＳ－８８８０－ｂ　改版）

第三部門委員会 （敬称略）

委員長

副委員長

副委員長

麻生　忠宏

杉本　晴重

野間　徹

和智　恭彦

山崎　正

今井　元

黒部　紘之

渡辺　恭行

黒部　純一

日本電気㈱

沖電気工業㈱

日本ユニシス㈱

国際電信電話㈱

ｴﾇ・ﾃｨ・ﾃｨ・ﾃﾞｰﾀ通信㈱

住友電気工業㈱

日本アイ・ビー・エム㈱

東京電力㈱

日本情報通信ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱

吉田　慎一郎

閏井　清

宮崎　清司

樫尾　次郎

小澤　和幸

日本電信電話㈱

㈱東芝

富士通㈱

㈱日立製作所

日本電信電話㈱

第三部門委員会第二専門委員会（ＪＳ－８８８０－ｂの改版　検討グループ）

委員長

副委員長

樫尾　次郎

小澤　和幸

松尾　恭志

藤川　五郎

中野　裕行

中村　逸一

高倉　秀基

朝倉　靜郎

杉田　太志

上田　岳

佐藤　英昭

西田　正樹

吉田　勇

夏目　晃宏

野上　和男

廣瀬　直樹

坂本　秀紀

㈱日立製作所

日本電信電話㈱

国際電信電話㈱

東京通信ネットワーク㈱

日本電信電話㈱

ｴﾇ・ﾃｨ・ﾃｨ・ﾃﾞｰﾀ通信㈱

アンリツ㈱

大倉電気㈱

沖電気工業㈱

川崎製鉄㈱

キヤノン㈱

シャープ㈱

新日本製鐵㈱

住友電気工業㈱

㈱東芝

日本アイ・ビー・エム㈱

日本電気㈱

小島　長幸

山中　一郎

橋本　真左

久

森田　隆士

唐井　謙至

小沢　祐治

福田　治樹

福富　昌司

田島　竜哉

佐藤　浩之

関　和之

丸山　修孝

荻野　友幸

円谷　裕美

日本無線㈱

日本モトロ－ラ㈱

日本ユニシス㈱

㈱日立製作所

藤倉電線㈱

富士ゼロックス㈱

富士通㈱

古河電気工業㈱

松下通信工業㈱

三菱電機㈱

㈱リコー

日本鋼管㈱

東京電力㈱

日本情報通信ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱

事務局　日塔公一郎（第三技術部）



第１版執筆作成協力者（平成２年２月１日現在）

（順不同）

（ＪＳ－８８８０－ｂ）

第三部門委員会　第二専門委員会

委員長

副委員長

樫尾　次郎

木下　研作

飯作　俊一

草原　寛司

山崎　　正

庄子　時夫

秋山　頌敏

大多和篤夫

丸谷　　睦

荒川　　忠

佐々木里幸

夏目　晃宏

国京　知雄

田中　克己

伊藤　泰雄

小島　長幸

峰岸　成己

森田　隆士

唐井　謙至

丸山　修孝

松田　　孝

早川　博恭

石井　厚史

中塚　茂雄

出町　公二

楠本　匡介

豊川　博仁

㈱日立製作所

日本電信電話㈱

国際電信電話㈱

日本電信電話㈱

NTTﾃﾞｰﾀ通信㈱

アンリツ㈱

大倉電気㈱

沖電気工業㈱

川崎製鉄㈱

キヤノン㈱

シャープ㈱

住友電気工業㈱

㈱東　芝

日本ｱｲ・ﾋﾞｰ・ｴﾑ㈱

日本電気㈱

日本無線㈱

日本ユニシス㈱

㈱日立製作所

藤倉電線㈱

富士ゼロックス㈱

富士通㈱

古河電気工業㈱

松下通信工業㈱

三菱電機㈱

横河電機㈱

東京電力㈱

日本通信協力㈱

土井　英司 日本電信電話㈱

　事務局　塚谷　俊道（第三技術部）


	　　



